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教育・研究機関の知的資源を地域社会に
提供することで、市民により高度な学習
の機会を提供する

民学産公の連携により新しい技術やシス
テムの開発を支援し、地域に根ざした産
業の支援・創出を目指す

市民が地域で活躍するためのさまざまな
知識や手法と交流の場を提供し、協働の
まちづくりを推進する

教育・学習機能

研究・開発機能

窓口・ネットワーク機能

https://www.mitaka-univ.org/
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三鷹ネットワーク大学 賛助会員

三鷹ネットワーク大学

0422-40-0313 / 0422-40-0314
火曜日～土曜日　9:30 ～ 21:30（入館は21:00まで）
日曜日　9:30 ～ 17:00
月曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

TEL / FAX
〒181-0013 東京都三鷹市下連雀3-24-3 三鷹駅前協同ビル3階
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三鷹ネットワーク大学は、教育・研究機関と企業、
NPO等が連携し、民・学・産・公の協働による新しい
形の「地域の大学」として、地域で活躍する人財の
育成と地域産業の支援・創出により、活力ある豊か
な市民社会の実現を目指して活動しています。

三鷹ネットワーク大学の

３つの機能

(一社)アジア経営戦略研究所
イマジニア(株)
(株)ウィル・シード
エム・ティ・プランニング(株)
エンゼル(有)
(同)科学成果普及機構
(有)柏屋
(NPO)ガリレオ工房
(株)キズナ・ば
(一社)協同総合研究所

(NPO)くらしとバイオプラザ２１
(NPO)クリエイティブライフデザイン
(NPO)グレースケア機構
境交通(株)
(株)佐藤総合計画
JA東京むさし三鷹支店
JRCエンジニアリング株式会社
静岡県立大学短期大学部
白百合女子大学
西武信用金庫
(一社)ゼロはら
(有)そーほっと
(株)ソシオエンジン・アソシエイツ
SocioFuture(株)
(一社)地域資源研究所
(一社)中日文化研究所
(一社)電気学会

電子システム(株)
(株)東京スタジアム武蔵野の森総合ス
ポーツプラザ
東京大学大学院総合文化研究科 教養学部
(公財)東京都公園協会 神代植物公園
(公財)東京動物園協会 井の頭自然文化園
東京三鷹ロータリークラブ
東洋学園大学
トヨタモビリティ東京株式会社
(一社)日本サイエンスコミュニケーション協会
日本電信電話(株) 情報ネットワーク総合研究所
(株)ヌールエ　デザイン総合研究所
野村證券(株)吉祥寺支店
(NPO)花と緑のまち三鷹創造協会
東日本電信電話(株)
(一社)ビューティフルエージング協会
富士フイルムシステムサービス(株)

2025年 4月 1日現在：57団体（五十音順）

 (NPO)ホスピタル・プレイ協会　
すべての子どもの遊びと支援を考える会
(株)まちづくり三鷹
三鷹ICT事業者協会
三鷹光器(株)
(公財)三鷹国際交流協会
(公社)三鷹市医師会
(公財)三鷹市スポーツと文化財団
(NPO)みたか市民協働ネットワーク
三鷹商工会
三鷹SOHO倶楽部
(NPO)みたか都市観光協会
(一社)武蔵野コッツウォルズ
武蔵野大学
(学)立教女学院
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三鷹ネットワーク大学の

最新情報を
配信中！

●X（旧Twitter）　@mitakanwuniv
https://twitter.com/mitakanwuniv

●Facebook　@mitakauniv
https://www.facebook.com/mitakauniv

●YouTube　三鷹ネットワーク大学チャンネル
　https://www.youtube.com/channel/UCuz-

bZ4F2WogTNrNGZBRsPRQ

　YouTubeチャンネルを2020年3月に開設
しました。視聴回数は、チャンネル全体で
39,300 回超となりました。
（2025年4月現在）

　三鷹ネットワーク大学推進機構の正会員
は次の 20 の教育・研究機関等によって構成
されています。

　三鷹ネットワーク大学推進機構の賛助会
員は 57 の大学・企業・NPO・市民活動団体
により構成されています。

賛助会員一覧  4 ページ
(2025 年 4月 1日現在)

アジア・アフリカ文化財団
亜細亜大学

海上・港湾・航空技術研究所
杏林大学

国際基督教大学
国立天文台
成蹊大学
大正大学
電気通信大学
東京外国語大学
東京学芸大学
東京女子大学
東京都立大学
東京農工大学

日本獣医生命科学大学
日本女子体育大学
法政大学
明治大学

ルーテル学院大学
三鷹市

賛助会員

正会員

　会員大学の学生たち８団体が三鷹のまちづくり
や未来の地域社会についての提案発表とポスタ
ーセッションを行い、優秀賞３グループが選出され
ました。優秀賞３グループは、三鷹市長への提案発
表会に参加し、最優秀賞の市長賞が決定しました。
　市長賞は、大正大学（大正大学ミタカミライ研究
部）「三鷹市をより『子育てしやすい』『住みやす
い』まちにするため若年層の行政参画協働化から
のご提案」が受賞し、優秀賞は、杏林大学と成蹊大
学のチームが受賞しました。2025年度も開催し、
学生ならではの独創的でユニークな提案を募集し
ます。

 学生による
ミタカ・ミライ研究アワード

提案発表会

市長賞（大正大学）

　5年目となる2024年度は、17組の研究員が、生涯学
習や公共投資などの多岐にわたるテーマで三鷹市の
まちづくりのための調査研究を行いました。これらの
論文を収めた論文集第5号は秋ごろ発行予定です。
　2025年度も研究員とともに三鷹市のまちづくりのた
めに地域の課題解決や価値創造に挑んでいきます。

6月9日「論文執筆の研修会」仲北浦 淳基（大正大学専任講師）
6月13日「アカデミック・ライティング」千 仙永（国際基督教大学助教）
6月22日「社会調査法」有末 賢（慶応義塾大学名誉教授）
資料配布 「三鷹市のデータについて」三鷹市 企画部 企画経営課

◆まちづくり研究員アドバイザー◆
西尾隆（国際基督教大学名誉教授）、金子和夫（ルーテル学院大学名誉教授）、有
末賢（慶応義塾大学名誉教授)、進邦徹夫（杏林大学教授）、金善美(成蹊大学准教
授)、仲北浦淳基（大正大学専任講師）、宇山陽子（三鷹ネットワーク大学推進機構 
元常務理事）

2024年度 
三鷹まちづくり総合研究所
「まちづくり研究員」

研究成果発表会（2024年10月）

三鷹まちづく
り総合研究所

事業 2025 年
度

研究と
論文執筆に
 挑戦しよう！

三鷹まちづく
り総合研究

所と近隣大
学が

あなたを支
援

応募期間：2
025 年 3月1

5 日（土）～4
月 15 日（火）

「まちづくり
研究員」募集

まちづくり研
究員に
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ク・ライテ
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査法の指導
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三鷹太郎

各種調査に
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り

研究員」の
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で

きる
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大学教員か
ら調査研究
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論文作成の
アドバイス
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受けられる
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各種調査に
行政や関係

団

体の協力が
得られる

4
一部の大学

図書館を利
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きる
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交流会や研
修会でモチ

ベー

ションを高
めることが

で

きる
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（A4判、170ページ）

紀要「三鷹まちづくり研究」
第4号を発刊！

（2024年10月1日）

　みたか太陽系ウォークは、三鷹市内を13億分の１に縮
小した太陽系に見立て、11の天体エリアの店舗や施設に
設置されたスタンプを集めることで、「まち歩き」を楽しみ
ながら、太陽系の大きさや距離を実感するイベントです。

みたか太陽系ウォーク2024
１０月１８日～１１月２4日

　市内全域の店舗や施設等117カ所にデジタル
の「惑星スタンプ」を設置し、参加者は各店舗等
に掲示されたＱＲコードを読み取ることによりスタ
ンプを取得しました。大人から子どもまで約1,300
人の方にご参加いただきました。

デジタルスタンプラリー

　「天文・科学情報スペース」で、パネル展示
や太陽模型を使用した参加型展示、各天体
のオリジナルキャラクターを描くコーナーを設
置しました。
　また、芸術文化センターでは、国立天文台
の三鷹移転100周年を記念した特別展示を
開催し、移転の経緯や歴史に関するパネル
展示の他、天文台の研究内容を紹介する動
画の放映を行いました。

企画展示

　デジタルスタンプラリーに参加できない方
も楽しめるよう、市内20カ所にゴム印を設置
し、紙製マップの上に押して集めるスタンプ
ラリーを同時開催しました。
　また、国立天文台（旧 東京天文台）の三鷹
移転100周年を記念した特別なスタンプを
作成し、国立天文台と三鷹市芸術文化センタ
ー（特別展示会場）に設置しました。

キッズ☆スタンプラリー

2025年、三鷹ネットワーク大学は
開設20周年を迎えます

　「民学産公」の協働による新しい「地域の大学」を目指して

2005年10月に開設した三鷹ネットワーク大学は、今年で20

周年を迎えます。この間、会員の皆様をはじめ、活動を支えて

くださった方 に々感謝の気持ちを込めて、様 な々記念事業を実

施する予定です。日々開催している講座や各種

シンクタンク事業に加え、これらの記念事業にも

ぜひご注目ください！

チョン  ソニョン研
修
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三鷹「通」養成講座
みたか都市観光協会 寄付講座

 　三鷹の魅力を再発見し、光をあて、磨き上げていくことが
できる「三鷹『通』」を養成することを目的に、「三鷹市福
祉Laboどんぐり山」、「都市農業」、「消防団」をテーマに
計3回開催しました。どのテーマにおいても現場の担当者の解
説を聞きながら見学や体験を行うことができる講座としまし
た。
 「都市農業」と「消防団」の回は親子での参加もあり、幅広
い世代の方々に三鷹の地域資源を紹介することができました。

燃料電池を学ぼう
トヨタモビリティ東京(株) 寄付講座

　小学校高学年を対象に、石油資源
の現状をはじめとする環境問題につ
いて座学で学んだ後に、実験キット
や水素ラジコンカーを用いてトヨタ
の燃料電池車「MIRAI」が動く仕組
みを学びました。

GRという戦略
 トヨタモビリティ東京（株）の社員を講師に迎え、車100年の
歴史やトヨタ自動車の歩み、開発から販売にいたる取組とユ
ーザーが求めるものから、スポーツカーを中心とした開発・
販売の一体的取組の意義を考察しました。

　著名な文学者たちが、中央線沿線の風景をどのように描い
たのか、また沿線地域への居住の契機や沿線との関係性を辿
ることにより、文学作品を読む新たな楽しみを見つけるとと
もに、地域の魅力を再発見することを目的とし、2020年度に
スタート。第５回は日野・八王子に場所を移し、篠田節子や
重松清の作品を取り上げました。座学のみのコースと、作品
の舞台を実際に歩く散策コースを設けて実施。散策では、八
王子駅北口を起点に、かつて当地で栄えた「絹織物の街」を
イメージしながら桑並木通り、極楽寺、「桑都日本遺産セン
ター八王子博物館」を辿りました。

みたか身の丈起業チャレンジ
―起業のイロハを知る超入門編
　5年目を迎えた本講座は、三鷹市の創業支援のなかで「創業
機運醸成」の役割を担っています。斉藤憲仁氏（三鷹SOHO
倶楽部共同代表、企画・デザイン事務所アイポイント代表）
をメイン講師に据え、飲食ビジネスとモノづくり、シェアオ
フィス経営、行政書士というの4つの業種でサブ講師をお招き
して、売れる商品とサービスの事例を紹介。受講者は身の丈
レベルのマーケティングとプロモーション手法を学び自らの
「事業計画書」を策定、受講者同士で批評し合い内容を磨き
ます。講師からだけでなく受講者同士が双方向で学ぶサロン
の性質を持ち合わせた講座となっています。

サイエンスフロントMITAKA
―最先端科学を楽しむ
　本講座は、科学の最先端の知見を有する研究者をお招きし
て、幅広い層の方々を対象にお話していただき、皆様と意見
を交わすことで、科学の考え方に親しんでいただける時間を
提供しています。2024年は、新型コロナ、量子、遺伝子、物
理、生命科学、地学、地震考古学をテーマに7回開催。

連続講座
中央線沿線の文学風景V
―文学のなかの日野・八王子
篠田節子や重松清の作品舞台を歩く

　三鷹市では、2023年に寄贈を受けた物件を、若手ク
リエーターのスタートアップを支援するシェアハウス事
業として展開するとともに、人や地域がつながる交流の
拠点「森のアトリエ（仮称）」として整備する事業を進
めています。
　2025年度中の開設に先立って開催したプレイベント
では、三鷹ネットワーク大学が三鷹市や地域の団体と連
携し、パネル展示や施設見学により事業の概要を紹介す
るとともに、将来の施設の活用方法などに関するシール
投票を行いました。また、アートを身近に感じていただ
く２つのワークショップを開催しました。

下連雀アート＆カフェ

　同社の保有するコンテンツ（テンミニッツ
TV）の、豊富なラインナップの中から、選り
すぐりの動画を毎月無料で配信しています。

動画配信講座
イマジニア株式会社 連携講座

＜2025年4月の配信講座＞ 

「江戸とローマ～図書館と貸本屋」本村凌二（東京大学名誉教授、文学博士）  

「ロシアのウクライナ侵攻と中国、イラン」山内昌之（東京大学名誉教授、歴史学者、武蔵野大学国際総合研究所客員教授）

「デジタル全体主義を哲学的に考える」中島隆博（東京大学東洋文化研究所長・教授） 

特設ページはコチラ→
https://10mtv.jp/mitaka-univ/

「森のアトリエ（仮称）」プレイベント


